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農作物の供給および MarketedSurplusの価格反応
の計量経済学的研究である｡農作物には米を中心と
して他にキャッサバ,とうもろこし,ケナフが主と
して取 り上げられ,集中的に収集された県単位の時
系列データを基礎に Nerlovianmodelを修正した
ものを用い,反復的非線型推定法でモデルの構造
係数が推定されている｡本研究は分析が県単位 と
disaggregationの程度が高く,過去の価格反応に関
する理論的実証的研究の成果をよく踏まえ,タイ農
業の広い文献的分析に基づき,慎重な統計資料の検
討を行なっている点などの方法論上の長所を持って
いる｡
本書は Behrmanの過去10年間近くの研究の集大
成と位置づけられる｡複数の農産物 について高い
disaggregation水準で,新しいモデルと新 しい推
定方法により詳細な分析を行なっており,この分野
で最高水準に達している｡
本書は10章と五つの補遺から構成されている｡第
1章で序論として過去の供給反応に関する研究の論
点を整理し,本研究の意義を述べている｡第 2- 4
章ではタイ国の諸制度,農業,および本研究の主要
対象である4農作物の実態を記述している｡それに
続く2章では,本研究で使われる二つの主要モデル
がそれぞれ展開されている｡すなわち第5章では改
良されたナーログの動態供給反応モデルとその非線
型推定法が略述されている｡第 6章では Marketed
Surplusの価格弾力性推定の新モデルが提示され,
また広く使われてきたクリシュナのモデルとの比較
がなされている｡統計資料の慎重な検討が第 7章で
行なわれ,第8,9章は推定結果の分析に当てられ
ている｡結語が第10章で提示される｡補遺には主要
データ,付随的推定値,記号の定義などが含まれて
いる｡
本研究の内在的特徴は以下のごとくである｡長所
としては,
1.県別,4品目別の毒致密な分析により地理的特
徴を的確に把握 している0
2.過去の同種の研究の問題点を仮説別に整理し,
新しいモデルや推定方法によって仮説検定に成
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功している｡
3.動態モデルによって,短期と長期の供給反応
を峻別し,反応の動態過程を解明しようとして
いる｡
欠点としては,
1.著者は価格反応の経験的側面だけに注目し,
本研究の理論的枠組を与えていない｡
2.Nerlovianmodelの無批判的適用｡
3.実行された作付面積のみで価格反応を表現し,
かつ前者で計画作付面積を近似｡
4.reducedform,(5-10) が auto-regressive
modelであるにもかかわらず,その撹乱項に
hornoskedasticで non-autocorrelatedの仮定
をしている｡
5.4商品に独立に価格反応の推定が行なわれて
いる｡
本研究の結論は,=経済的刺激に対するタイの小
農の合理的かつ相当量の反応を支持する強い証拠が
ある日と表現されている｡その内容は,四つの農作
物に対して少数の例外を除いて,統計的に有意な正
の価格および期待生産性に対する反応,危険に対す
る負の反応,商品化が進みまた有利な代替作物が少
ない県での低い価格反応などであり,また Malaria
controlに関する仮説や Subsistensehypothesisが
証明された｡この結論から導びかれる政策提言とし
て著者は(1)米の供給増のための輸出プレミアムの減
少と(2)比較的単純な新技術の農業への導入,を挙げ
ている｡
上述のごとく本研究はその方法や分析の完致密さに
おいて水準が高く,その結論は興味深い ｡'本研究の
いっそうの展開の可能性は以下の点などに考えられ
る｡
1.厳密な理論的枠組に基づき,吟味された変数
選定による複数商品モデルを作 り,総合的推定
を行なう｡
2.推定方法およびその前提条件の再検討｡
3.新しい地域区分の作成利用｡
4.最新の統計資料を追加し,タイ全国を対象に
新たな推定を行なう｡
(辻井博 ･東南ア研)
